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発行責任者 梅野敏基 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

生生
活活
改
善善
の
賃賃
金
を
！

１０
月
３１
日
、
名
古
屋
市
若

宮
広
場
で
格
差
と
貧
困
を
な

く
し
、
秋
年
闘
争
で
生
活
改

善
を
勝
ち
取
ろ
う
と
「
全
県

労
働
者
決
起
集
会
」
が
お
こ

な
わ
れ
、
約
７
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
県
本
部
梅
野
委

員
長
が
、「
公
務
労
働
者
、

公
務
関
連
労
働
者
の
中
心
と

な
る
た
た
か
い
の
課
題
は
、

賃
金
確
定
・
就
業
時
間
短
縮
、

非
正
規
労
働
者
の
労
働
条
件

改
善
で
す
。
公
務
・
民
間
労

働
者
の
要
求
を
ひ
と
つ
に
し

て
た
た
か
お
う
」
と
あ
い
さ

つ
。
建
交
労
・
谷
藤
委
員
長

の
連
帯
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

豊
橋
市
職
労
と
医
労
連
か
ら

決
意
表
明
が
あ
り
、
生
活
改

善
を
訴
え
な
が
ら
栄
ま
で
パ

レ
ー
ド
を
し
ま
し
た
。 賃賃

金金
・・
手手
当当
改改
善善
、、時時
間間
短短
縮縮
へへ

職職
場場
・・
地地
域域
かか
らら
執執
念念
をを
持持
っっ
てて

１１００．３３１１全全県県労働働者決決起集会
尾
東
地
区
協
議
会
は
、
１１
月

５
日
に
未
組
織
自
治
体
を
含
む

地
域
内
の
自
治
体
当
局
に
、
年

末
一
時
金
要
求
（
要
請
）
書
提

出
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
行
動
は
、
毎
年
地
域
内

の
自
治
体
に
対
し
て
一
斉
に
行

い
、
一
自
治
体
の
単
組
だ
け
で

は
勝
ち
取
れ
な
い
要
求
を
、
地

域
全
体
で
勝
ち
取
っ
て
い
く
た

め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
労
働
条
件
が

国
・
県
か
ら
の
圧
力
で
切
り
下

げ
ら
れ
る
中
で
、
現
在
は
一
時

金
だ
け
で
な
く
内
容
を
広
げ
て

と
り
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
０８
人
勧
で
廃
止
の
方
向
が
示

さ
れ
た
持
家
の
住
宅
手
当
、
燃

油
価
格
の
高
騰
に
伴
う
通
勤
手

当
の
改
善
、
人
事
院
の
指
針
で

出
さ
れ
た
臨
時
職
員
の
時
間
単

価
引
上
げ
・
一
時
金
や
通
勤
手

当
支
給
な
ど
を
要
求
し
て
き
ま

し
た
。

要
請
で
は
、「
地
方
公
務
員

は
、
地
元
で
一
生
を
す
ご
す
。

親
か
ら
継
承
し
た
家
を
維
持
す

る
こ
と
は
地
域
を
維
持
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
、
単
純
に
廃
止

は
お
か
し
い
」「
通
勤
手
当
に

つ
い
て
こ
こ
２
年
以
上
の
ガ
ソ

リ
ン
単
価
の
水
準
を
見
て
も
費

用
弁
償
に
は
達
し
て
い
な
い
」

「
臨
時
職
員
の
時
間
単
価
も
人

事
院
の
指
針
で
算
定
す
れ
ば
今

よ
り
高
く
す
る
べ
き
だ
」
と
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
、「
国
は『
制

度
は
国
に
、
水
準
は
地
域
の
民

間
に
』
と
い
っ
て
引
き
下
げ
る

こ
と
ば
か
り
言
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
で
は
地
方
で
は
矛
盾
が
大

き
く
な
る
。
働
き
や
す
い
職
場

に
す
る
に
は
地
域
に
あ
っ
た
制

度
の
確
立
が
必
要
。
一
緒
に

な
っ
て
、
地
域
全
体
で
と
り
く

み
を
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

県
本
部
は
１０
月
３１
日
、
県
市

町
村
課
交
渉
を
実
施
し
ま
し

た
。
県
本
部
か
ら
は
１４
人
が
参

加
。
交
渉
に
先
立
っ
て
、
梅
野

委
員
長
が
「
自
治
体
に
働

く
職
員
と
そ
の
家
族
の
生

活
実
態
を
踏
ま
え
、
要
求

の
趣
旨
を
理
解
し
た
対
応

を
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の

後
、
県
側
の
回
答
に
も
と

づ
い
て
交
渉
に
入
り
、
地

域
手
当
に
つ
い
て
は
、
助

言
と
い
う
形
で
国
基
準
へ

の
見
直
し
を
強
制
さ
せ
て

い
る
不
当
性
を
追
及
し
ま

し
た
。
県
は
「
住
民
の
理

解
と
納
得
」
を
強
調
。
組

合
側
は
「
住
民
の
代
表
で
あ
る

議
会
も
承
認
し
て
い
る
。
住
民

の
理
解
と
は
国
基
準
通
り
と
い

う
こ
と
か
」
と
追
求
し
、
あ
わ

せ
て
「
県
は
、
国
で
は
な
く
市

町
村
の
側
に
立
つ
べ
き
で
あ

る
」
と
問
い
正
し
ま
し
た
。

現
業
賃
金
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
退
職
不
補
充
や
民
間
委

託
の
推
進
な
ど
を
具
体
化
さ
せ

な
い
よ
う
申
し
入
れ
。
県
は
、

「
取
組
方
針
を
公
表
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
方
針
ど
お
り
に
進

め
る
の
が
基
本
」
と
し
な
が
ら

も
、「
方
針
策
定
後
に
、
想
定

で
き
な
い
事
由
が
発
生
す
れ

ば
、
方
針
を
修
正
す
る
こ
と
も

あ
り
得
る
」と
説
明
し
ま
し
た
。

非
常
勤
職
員
の
給
与
改
善
に

つ
い
て
、
人
勧
の
指
針
を
も
と

に
、
各
自
治
体
に
必
要
な
改
善

を
促
す
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

県
は
「
国
の
短
時
間
勤
務
の
あ

り
方
研
究
会
を
み
て
検
討
し
た

い
。
総
務
省
か
ら
指
針
を
受
け

て
お
り
、
県
下
の
自
治
体
に
は

送
付
し
て
い
る
」と
し
ま
し
た
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て
、
愛
知
県
の
指
導
性
を
発

揮
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た

が
、「
市
町
村
の
実
態
を
把
握

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
な
り
で
調
査
を
検
討
す

る
」
と
し
ま
し
た
。

地
域
に
あ
っ
た

制
度
の
確
立
を
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尾
東

地
区
協

統
一
行
動

県県
市市
町町
村村
課課
交交
渉渉
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健康で働きつ
づけるために

大
切
な
仲
間
を
見
つ
け
、学
べ
る
青
年
部
を

自自治治体体ににははたたららくく職職員員のの
メメンンタタルルヘヘルルスス研研修修会会

１０
月
２５
日
、金
山
・

労
働
会
館
に
て
県
本

部
青
年
部
定
期
大
会

が
開
催
さ
れ
、
記
念

講
演
に
は
４０
人
、
大

会
に
は
３０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

県
本
部
梅
野
委
員

長
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
元
兵
庫
県
南
光

町
長
の
山
田
兼
三
さ

ん
に
よ
る
記
念
講
演

が
お
こ
な
わ
れ
、「
憲

法
を
生
か
し
た
民
主

的
自
治
体
づ
く
り
と
自
治
体
労

働
者
の
役
割
」
と
題
し
、
南
光

町
の
抱
え
て
い
た
同
和
行
政
の

問
題
な
ど
多
数
の
困
難
を
ど
の

よ
う
に
乗
り
越
え
、
住
民
参
加

の
行
政
を
心
が
け
、
住
民
の
力

が
街
づ
く
り
や
ロ
ー
カ
ル
線
の

存
続
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
な
ど

が
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
歯

科
保
険
の
先
進
的
な
と
り
く
み

や
、
休
耕
田
を
活
用
し
た
ひ
ま

わ
り
栽
培
の
と
り
く
み
な
ど
、

特
徴
あ
る
行
政
運
営
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

青
年
部
大
会
で
は
ス
ラ
イ
ド

を
交
え
な
が
ら
の
活
動
報
告
、

「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
思

わ
れ
る
よ
う
な
青
年
部
活
動
、

自
治
労
連
２０
周
年
記
念
沖
縄
集

会
へ
の
と
り
く
み
な
ど
の
方
針

提
案
が
お
こ
な
わ
れ
、
討
論
に

移
り
ま
し
た
。

討
論
で
は
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ス
キ
ー
に
と

り
く
む
。
岩
倉
市
職
か
ら
も
参

加
が
あ
っ
た
」（
犬
山
）、「
平

和
ツ
ア
ー
や
募
金
活
動
に
と
り

く
ん
だ
。
青
年
部
の
主
催
で
委

員
長
と
総
務
部
長
の
対
談
に
と

り
く
み
、
注
目
を
集
め
た
」（
豊

橋
）
な
ど
、
４
人
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
す
べ
て
の
議
案
が

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
、
役
員

選
挙
、
大
会
宣
言
の
採
択
を
経

て
、
新
部
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

◇
部
長

南

達
磨
（
岩
倉
市

職
）
◇
副
部
長

井
村

有
希

（
名
古
屋
市
職
労
）
◇
書
記
長

永
田

靖
典
（
名
水
労
）
◇

書
記
次
長

板
元

千
代
（
名

古
屋
市
職
労
）

県
本
部
青
年
部
定
期
大
会

「
自
治
体
職
場

に
は
た
ら
く
職
員

の
た
め
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
研
修

会
」を
１０
月
２４
日
、

金
山
・
労
働
会
館

で
開
催
し
ま
し

た
。
安
全
衛
生
活

動
の
一
環
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
、

多
く
の
自
治
体
が

「
出
張
」
や
「
職

免
」
で
対
応
。
組

合
だ
け
で
な
く
、

当
局
側
か
ら
も
あ
わ
せ
て
１
０

７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

い
ま
、
自
治
体
の
職
場
に
お

い
て「
心
の
病
」に
よ
る
長
期
病

休
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
そ

の
背
景
に
は
、
業
務
量
の
増
大

と
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
る

徹
底
し
た
人
員
削
減
で
長
時
間

残
業
の
蔓
延
、
仕
事
の
個
別
化

や
個
人
責
任
へ
の
転
嫁
な
ど
様
々

な
要
因
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

講
演
は
、
名
工
大
の
保
健
セ

ン
タ
ー
長
、
粥
川
裕
平
教
授
が

「
我
が
国
に
お
け
る
、
現
在
の

精
神
疾
患
の
現
状
と
要
因
、
職

場
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の

対
応
と
対
策
」
と
題
し
、
�
�

う
つ
�
は
必
ず
治
る
病
気
で
あ

る
。
�
日
本
国
民
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
が
史
上
最
悪
で
、
自
殺

予
防
は
国
を
あ
げ
て
の
一
大
課

題
。
�
職
場
に
お
け
る
�
う

つ
�
へ
の
対
応
は
官
民
を
問
わ

ず
焦
眉
の
課
題
。
�
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
具
合
者
の
復
帰
支
援

は
、
復
帰
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

導
入
と
上
司
の
支
え
が
決
定

的
。
�
職
場
・
地
域
に
お
け
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
で
労
働

組
合
の
役
割
が
大
き
い
な
ど
が

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
で
は
「
仕
事
以
外
の
悩

み
が
職
場
復
帰
の
障
害
に
な
っ

て
い
る
場
合
、
ど
う
係
わ
れ
ば

よ
い
の
か
」「
上
司
が
ス
ト
レ

ス
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
場
合

は
ど
う
す
る
の
か
」
な
ど
、
数

多
く
だ
さ
れ
ま
し
た
。
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元兵庫県南光町長の山田兼三さん

自
治
労
連
第
２０
回
全
国
軟
式

野
球
大
会
が
１０
月
２３
日
〜
２５

日
、
大
阪
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

く
じ
運
に
も
め
ぐ
ま
れ
た
東

海
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
豊
橋

市
職
労
チ
ー
ム
は
、
２
回
戦
か

ら
の
出
場
。
初
戦
の
福
島
・
郡

山
市
職
労
チ
ー
ム
を
７
�
０
の

大
差
で
破
り
準
決
勝
に
進
出
し

ま
し
た
。
準
決
勝
で
は
強
豪
、

山
口
・
宇
部
市
職
労
チ
ー
ム
を

接
戦
の
末
３
�
２
で
打
ち
破

り
、
決
勝
に
コ
マ
を
進
め
、
決

勝
戦
で
は
、
千
葉
・
野
田
市
職

労
チ
ー
ム
と
対
戦
。
手
に
汗
に

ぎ
る
好
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
、

２
点
先
取
さ
れ
た
あ
と
１
点
を

返
し
、
あ
と
一
歩
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
追
い
込
み
ま
し
た
が
、

１
�
２
の
僅
差
で
惜
敗
し
、
準

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
豊
橋
市

職
労
チ
ー
ム
は
６
年
ぶ
り
２
度

目
の
準
優
勝
で
す
。

内
藤
政
宏
監
督
か
ら
一
言

念
願
の
初
優
勝
め
ざ
し
て
選

手
た
ち
は
が
ん
ば
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
職
場
や
組
合
の
み
な
さ

ん
に
支
え
ら
れ
、
野
球
が
で
き

る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
来
年

も
が
ん
ば
り
ま
す
。

伴
知
樹
キ
ャ
プ
テ
ン
か
ら
一
言

今
年
は
優
勝
を
ね
ら
っ
て
い

た
だ
け
に
悔
し
い
で
す
。
ま
た

全
国
大
会
に
出
場
し
て
、
来
年

こ
そ
優
勝
を
ね
ら
い
ま
す
。

「
福
祉
削
る
な
！
福
祉
を
金

も
う
け
に
す
る
な
！
１０
・
２６
愛

知
県
民
集
会
」
が
１０
月
２６
日
、

名
古
屋
市
・
若
宮
広
場
で
開
催

さ
れ
、
約
１
０
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
小
川
春
水
実
行

委
員
長
が
「
介
護
保
険
法
や
障

害
者
自
立
支
援
法
な
ど
、
制
度

の
根
幹
が
変
え
ら
れ
、
福
祉
の

市
場
化
が
急
速
に
広
が
っ
て
い

る
。
福
祉
予
算
の
切
り
捨
て
を

許
さ
ず
、
い
の
ち
と
く
ら
し
を

守
る
運
動
を
い
っ
そ
う
大
き
く

す
す
め
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
各
分
野
か
ら
「
公
立

保
育
所
は
、
地
域
の
保
育
の
質

を
維
持
す
る
役
目
を
果
た
し
て

お
り
、
廃
園
で
は
な
く
絶
対
に

守
る
べ
き
」「
介
護
職
場
は
低

賃
金
・
重
労
働
で
退
職
す
る
ひ

と
が
後
を
絶
た
な
い
。
施
設
報

酬
単
価
の
引
き
上
げ
を
」
な
ど

訴
え
ま
し
た
。
国
や
自
治
体
に

福
祉
施
策
の
拡
充
を
求
め
る
集

会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
、
そ
の

後
「
学
童
保
育
予
算
を
増
や
し

て
」「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

を
廃
止
し
よ
う
」
な
ど
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し
な
が
ら
パ
レ

ー
ド
を
し
ま
し
た
。

福祉を金もうけに
するなと 100000人人
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１０・２６ 福祉削るな
愛知県民集会

単単
組組
定定
期期
大大
会会

役役
員員
紹紹
介介

小
坂
井
町
職
労
（
１０
月
２９
日
）

執
行
委
員
長

中
河

伸
年

副
執
行
委
員
長

山
口

晴
彦

書

記

長

伊
藤

義
浩

書

記

次

長

酒
井

則
広

財

政

部

長

紅
林

和
宏

第１３回あいち
機関紙・宣伝学校

�１１月２９日�１３：３０～１７：００
３０日�１０：００～１７：００

�金山・労働会館／参加費 県本部負担

�講演：浅尾大輔さん
「ロスジェネと蟹工船」

�コース
新聞初心者／デジカメ／パソコン
新聞初級・上級／など

問い合わせは県本部または組合事務所へ


